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は じ め に 

 
 現在、若年層における無業や離転職の増加、高い失業率などに示されるように、進路の決

定に悩み、安定したキャリアを形成できないまま方向を見失っている若年者の増加が大きな

社会問題として関心を集めている。 
 そのため、企業が学校教育に参画することによって、若年者に企業社会の実情について情

報提供を行い、若年者の自覚を促し、自立的な勤労観・職業観をもたせる施策に注目が集ま

っている。若年者は、実社会の一部分を見学、体験、実習することによって、「働くとは」

「職業生活とは」について感得し、将来どのような働き方をし、そのためには学校で何を学

ぶ必要があるかを考えることができる。そして、早い段階で自らの目標を定めることができ、

目標達成に向かって努力することにより、就職における的確なマッチング、その後の適応を

通じて職業キャリア形成に良好な影響があるものと期待されている。 
 こうしたことから、現在、高校・大学などにおいてはインターンシップ、企業人講演会な

ど、企業と学校の各種の連携が進められつつある。それらの試みは一定の成果を収めており、

企業と学校の連携によるキャリア形成支援の有効性が確認されている。 
 しかし、これらの試みが拡大するにつれて、実施上の諸問題やより良い連携に進む上での

課題も浮かび上がってきている。企業と学校の連携は既に初動の段階を終え、次の段階へと

ステップアップしようとしている。現時点で明らかになっているこれらの課題を詳しく検討

し、それに対する適切な対応を行うことによって、より広く、より効果的に、企業と学校の

連携は進展するであろう。一方、対応が遅れれば、企業と連携したキャリア形成支援は今後、

行き詰まりを見せることが十分に予想される。企業と学校の連携を社会的なシステムとして

定着させていくためには、さらにどのような対処が必要かを、これまでの実践に即した形で

明らかにしていく必要がある。 
 本報告書では、厚生労働省職業能力開発局の要請に基づき、以上のような問題意識から、

企業が参画するキャリア形成支援について幅広く検討を行った。今後も若年者に対するキャ

リア形成支援については継続的に検討がなされていくであろう。その際、本報告書が企業と

学校、企業と若年者との関係を考える上での基礎的な資料を提供することができれば幸いで

ある。 
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